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各支所電話番号
◎揖斐川支所（福祉総合支援センター内）
◎谷汲デイサービスセンター
◎シングルシルバーふれあいの家（谷汲）
◎春日支所・春日デイサービスセンター
　　　　　　　　（かすがモリモリ村内）

☎23-0411
☎56-3630
☎56-3150
☎58-0008

◎久瀬支所（久瀬振興事務所内）
◎藤橋支所（藤橋振興事務所内）
◎坂内支所・坂内デイサービスセンター
　　　　　　　　　　　　　もみの木
◎高齢者住宅「はなもも」（坂内）

☎54-2288
☎52-2111
☎53-2662

☎53-0007

こころあたたまる寄付をいただき
　　　　　　誠にありがとうございました。
☆松井親夫 様（揖斐川）
　　　　･･･････････････････ 20,000円
☆春日地区ヘルパーボランティアかすみ草
　　　　････････急須  大・中・小　各1個

    【平成26年7月1日から8月31日まで】

10月・11月の予定
11月11日（火） 給食サービス（揖斐川）
　　　　〃　　  給食サービス（久瀬・藤橋）
　　  12日（水） 給食サービス（谷汲）
　　  13日（木） 給食サービス（坂内）
　　  14日（金） 給食サービス（春日）
　　  18日（火） 幼児園児との交流会（春日デイサービスセンター）
　　    中　旬　 幼児園児との交流会（坂内デイサービスセンター）

10月3日（金） 第2回介護予防ボランティア養成講座
　　  ７日（火） 給食サービス（久瀬・藤橋）
　　  8日（水） 給食サービス（谷汲）
　　  9日（木） 給食サービス（坂内）
　  10日（金） 給食サービス（揖斐川）
　  17日（金） 給食サービス（春日）
　　 中　旬　 ミニ運動会（谷汲デイサービスセンター）
　　 　〃　　  お楽しみ会（春日デイサービスセンター）
　　 下　旬　 ミニ運動会（坂内デイサービスセンター）

高齢者向け料理レシピ高齢者向け料理レシピ ～生活習慣病予防に良い食事を紹介します～

◎あじの2色揚げ  ～ひと口サイズでお弁当にも便利！～ （カロリー 194kcal（1人分）、塩分0.8g）

　材　料　
あ じ
生 湯 葉
の り
卵 白
　 塩 　
揚 げ 油
サ ラ ダ 菜

 

① あじは3枚におろし、食べやすい大きさに切る。生湯葉、
のりは3センチ角に切る。

② あじに卵白をつけ、生湯葉、のりを巻く。
③ 180度の揚げ油で揚げ、塩をふる。サラダ菜とともに盛
り付ける。

★レシピのポイント★
　あじには、生活習慣病予防
に効果があるEPAやDNAなど
の不飽和脂肪酸が豊富。魚介
類に多いタウリンも含まれ、肝臓機能強化にも有効です。

1尾
8枚
8枚
1個分
少々
適量
2枚

分量  (2人分)

編集・発行　　

〒501-1314　岐阜県揖斐郡揖斐川町谷汲名礼265番地43
ＴＥＬ（0585）56-3700　　ＦＡＸ（0585）56-0078
http://www.ibi-syakyou.jp/
E-mail ik-syakyou@octn.jp

社会福祉法人　
揖斐川町社会福祉協議会

▲第1回介護予防ボランティア養成講座での講演と寸劇の様子 （関連記事は3ページ）
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悪質商法などの被害にあわないために悪質商法などの被害にあわないために

本誌に対してのご意見・ご要望がございましたら、
下記までお寄せください。

１．対象者
町内在住で、次のいずれかに該当し、支援を希望される
世帯の子ども（0～18歳）
①母子家庭等世帯の子ども　②父子家庭世帯の子ども

２．支援内容
子ども1人あたり、2,000円分の図書カードを贈ります。

３．申込方法
社会福祉協議会本部または各支所までお申込みくださ
い。

４．申込締切　　平成26年10月31日（金）
５．配　　付　　12月に配付する予定です。
※詳細は社会福祉協議会・地域福祉係（☎23-0411）
　までお尋ねください。

１．対象者
町内在住で、次のいずれかに該当し、支援を希望される
世帯の子ども（0～18歳）
①母子家庭等世帯の子ども　②父子家庭世帯の子ども

２．支援内容
子ども1人あたり、2,000円分の図書カードを贈ります。

３．申込方法
社会福祉協議会本部または各支所までお申込みくださ
い。

４．申込締切　　平成26年10月31日（金）
５．配　　付　　12月に配付する予定です。
※詳細は社会福祉協議会・地域福祉係（☎23-0411）
　までお尋ねください。

「母子・父子家庭等激励事業」
（共同募金配分金事業）
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7
月
29
日
（
火
）
、
谷
汲
公
民
館
（
谷
汲
文
化
会
館
）
内

に
お
い
て
「
第
１
回
揖
斐
川
町
福
祉
委
員
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
　

　
初
め
に
、
一
部
の
地
区
で
役
員
の
交
代
が
あ
っ
た
た
め
平

成
26
年
度
役
員
の
報
告
を
行
い
、
次
に
平
成
25
年
度
事
業
報

告
及
び
平
成
26
年
度
事
業
計
画
を
検
討
し
ま
し
た
。
事
業
報

告
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
「
自
分
の
地
区
の
福
祉
委
員

活
動
の
参
考
に
し
た
い
」
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
い
び
が
わ
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
2
0
1
4
反
省
会
の
報

告
を
行
い
、
次
回
に
向
け
た
課
題
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
「
揖
斐
川
町
の
悪
質
商
法
被
害
に
つ
い
て
」
揖

斐
警
察
署
生
活
安
全
課
の
中
林
誉
博
氏
に
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
揖
斐
川
町
に
お
け
る
悪
質
商
法
の

被
害
件
数
や
そ
の
内

容
、
対
策
方
法
を
学

び
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
揖
斐

川
町
福
祉
委
員
会
委

員
の
任
期
最
終
年
と

な
り
ま
す
。
今
回
講

演
で
学
ん
だ
こ
と
や
、

昨
年
度
の
活
動
の
経

験
を
地
域
の
見
守
り

活
動
に
生
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
脛
永
地
区
で
は
脛
永
地
区
福
祉
・
防
災
委
員

会
の
計
画
に
基
づ
き
、
各
地
区
で
「
ミ
ニ
集
会
」

を
開
催
し
、
福
祉
関
係
者
が
地
域
の
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
出
席
者
は
普
段
の
活
動
で
感
じ
た
こ
と
や
、

最
近
の
で
き
ご
と
な
ど
を
話
し
、
情
報
を
共
有

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駐
在
所
の
方
か
ら
、
身

近
で
起
き
た
詐
欺
事
件
や
交
通
事
故
な
ど
の
事

例
を
お
聞
き
し
、
未
然
に
防
止
す
る
方
法
な
ど

み
ん
な
で
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ミ
ニ
集
会
に
は
、
毎
年
行
政
や
社
会
福

祉
協
議
会
の
職
員
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
状
況
把
握
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
ま
た

話
し
合
い
の
内
容
は
、
福
祉
・
防
災
委
員
会
の

福
祉
委
員

会
で
報
告

を
行
い
、

脛
永
地
区

全
体
の
情

報
共
有
や

課
題
解
決

な
ど
に
つ

な
げ
て
み

え
ま
す
。

〜
揖
斐
川
町
の
悪
質
商
法
被
害
に
つ
い
て
〜

　
　
　
　

  

第
1
回
揖
斐
川
町
福
祉
委
員
会

〜
悪
質
商
法
な
ど
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
〜

〜
地
域
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
〜

　
　
　
　
　
　脛
永
地
区
ミ
ニ
集
会

▲揖斐警察署生活安全課　中林誉博氏に
　よる講演

▲レクリエーションの様子

▲書道教室でうちわに文字を書いています

▲ミニ集会の様子

《
岐
阜
県
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
》

　電
話
番
号

　0
5
8‐

2
7
7‐

1
0
0
3

　
　
　月
曜
日
〜
金
曜
日

　8
時
30
分
〜
17
時

　
　（
土
曜
日
は
9
時
〜
17
時
）

　
8
月
26
日
（
火
）
揖
斐
川
町
役
場
に
お
い
て
、
介
護
予

防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
、
岐
阜
県
県
民
生

活
相
談
セ
ン
タ
ー
消
費
啓
発
推
進
員
の
「
つ
く
し
ん
ぼ
」

に
よ
る
寸
劇
と
、
県
消
費
生
活
相
談
員
　
中
島
令
子
氏
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
は
っ
き
り
断
る
こ
と
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

の
方
法
、
ま
た
地
域
で
の
見
守
り
に
よ
る
被
害
防
止
策
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
特
に
、
周
囲
の
方
の
気
づ
き
が
被
害

を
防
止
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
も
し

か
し
た
ら
？
と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
消
費
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
開
催

第
1
回

悪
質
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
五
カ
条

　
一
、
必
要
が
な
け
れ
ば
　
は
っ
き
り
断
る

　
二
、
う
ま
い
話
に
は
　
ま
ず
疑
っ
て
み
る

　
三
、
訳
も
な
く
財
産
・
家
族
構
成
を
教
え
な
い

　
四
、
書
面
を
よ
く
読
ま
ず
に
署
名
し
た
り
、

　
　
　
印
鑑
を
押
さ
な
い

　
五
、
ま
ず
、
家
族
や
公
的
機
関
に
相
談
す
る

行事だより

3 2

サ
ロ
ン
紹
介

　
昔
か
ら
、
上
東
野
で
は
「
か
ら
く
り
花
火
」

を
神
社
の
祭
礼
に
奉
納
し
て
い
ま
し
た
。
「
か

ら
く
り
」
を
「
楽
し
む
こ
と
は
良
い
」
と
い
う

こ
と
で
、
『
可
楽
』
と
い
う
名
前
が
つ
け
ら
れ
、

サ
ロ
ン
も
こ
の
名
前
に
し
ま
し
た
。

　
今
、
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
施
設
に
い
る
人
、

ひ
と
り
住
ま
い
で
話
す
機
会
の
少
な
い
人
、
家

族
が
い
て
も
昼
間
ひ
と
り
に
な
る
人
等
の
状
況

は
様
々
で
、
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
増
え
る
傾
向
に

あ
り
、
当
区
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設

に
入
る
に
は
経
済
的
な
負
担
も
あ
り
ま
す
。

「
施
設
の
よ
う
な
対
応
は
で
き
な
い
が
、
極
力
、

区
の
中
で
世
話
を
し
合
っ
て
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
そ
ん
な
思
い
か
ら
区
内
で
メ
ン
バ
ー
を
決
め
、
検
討
会

を
重
ね
た
結
果
、
今
年
の
1
月
か
ら
月
1
回
午
後
1
時
30
分
か
ら
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
毎
回
15
人
前
後
が
集
ま
り
、
血
圧
測
定
や
講
師
を
招
い
て
の
勉
強
会
や
、
お
茶
を

飲
ん
で
お
し
ゃ
べ
り
会
を
し
て
い
ま
す
。
血
圧
測
定
で
は
、
日
頃
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ

と
を
相
談
で
き
て
大
変
好
評
で
す
。

　
今
回
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
一
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
お
な
か
を
抱
え

て
笑
い
ま
し
た
。
帰
り
は
、
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
ね
」
「
ま
た
、
今
度
会
い
ま
し
ょ
う
」

と
来
る
時
よ
り
も
足
取
り
軽
く
帰
る
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
状
況
を
見
な
が
ら
、
当
初
意
図
し
た
こ
と
も
選
択
肢
と
し
て
、
新
た
な
や
り
方

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
可
楽
　
代
表
者
）

 

　
天
空
の
お
茶
で
知
ら
れ
る
上
ヶ
流
地
区
。
一
時
は
会
員
の
集
ま
り
が
少
な

く
継
続
が
難
し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
区
長
が
率
先
し
て
活
動
し
、
現

在
は
新
し
い
形
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
5
月
31
日
（
土
）
の
上
ヶ
流
ハ
イ
キ
ン
グ
に
は
、
サ
ロ
ン
の
仲
間
で
野
菜

な
ど
を
バ
ザ
ー
の
品
と
し
て
出
品
、
6
月
28
日
（
土
）
は
、
初
め
て
「
書
道

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
と
そ
の
家
族
の
協
力
に
よ
り
、
好
き
な
故

事
成
語
、
こ
と
わ
ざ
を
色
紙
に
書
い
た
り
、
う
ち
わ
に
漢
字
一
文
字
を
書
い

た
り
、
思
い
思
い
の
作
品
を
仕
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
人
は
パ
ソ
コ
ン
で

ペ
ン
習
字
の
練
習
帳
を
印
刷
し
て
持
ち
寄
り
、
あ
る
人
は
草
書
、
遊
書
の
百

科
事
典
を
、
あ
る
人
は
電
子
辞
書

で
好
き
な
漢
字
一
文
字
を
探
す
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
準
備
さ
れ
熱
心

に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
も

自
分
た
ち
で
手
作
り
さ
れ
る
な

ど
、
自
分
た
ち
の
サ
ロ
ン
を
自
分

た
ち
で
盛
り
立
て
よ
う
と
動
き
始

め
て
み
え
ま
す
。
サ
ロ
ン
の
後
に

は
、
冷
麦
と
お
漬
物
で
会
食
が
行

わ
れ
、
和
や
か
な
会
話
の
も
と
親

交
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
サ
ロ
ン
・
可
楽
（
小
島
地
区
）
●

●
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
（
春
日
地
区
）
●
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7
月
29
日
（
火
）
、
谷
汲
公
民
館
（
谷
汲
文
化
会
館
）
内

に
お
い
て
「
第
１
回
揖
斐
川
町
福
祉
委
員
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
　

　
初
め
に
、
一
部
の
地
区
で
役
員
の
交
代
が
あ
っ
た
た
め
平

成
26
年
度
役
員
の
報
告
を
行
い
、
次
に
平
成
25
年
度
事
業
報

告
及
び
平
成
26
年
度
事
業
計
画
を
検
討
し
ま
し
た
。
事
業
報

告
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
「
自
分
の
地
区
の
福
祉
委
員

活
動
の
参
考
に
し
た
い
」
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
い
び
が
わ
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
2
0
1
4
反
省
会
の
報

告
を
行
い
、
次
回
に
向
け
た
課
題
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
「
揖
斐
川
町
の
悪
質
商
法
被
害
に
つ
い
て
」
揖

斐
警
察
署
生
活
安
全
課
の
中
林
誉
博
氏
に
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
揖
斐
川
町
に
お
け
る
悪
質
商
法
の

被
害
件
数
や
そ
の
内

容
、
対
策
方
法
を
学

び
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
揖
斐

川
町
福
祉
委
員
会
委

員
の
任
期
最
終
年
と

な
り
ま
す
。
今
回
講

演
で
学
ん
だ
こ
と
や
、

昨
年
度
の
活
動
の
経

験
を
地
域
の
見
守
り

活
動
に
生
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
脛
永
地
区
で
は
脛
永
地
区
福
祉
・
防
災
委
員

会
の
計
画
に
基
づ
き
、
各
地
区
で
「
ミ
ニ
集
会
」

を
開
催
し
、
福
祉
関
係
者
が
地
域
の
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
出
席
者
は
普
段
の
活
動
で
感
じ
た
こ
と
や
、

最
近
の
で
き
ご
と
な
ど
を
話
し
、
情
報
を
共
有

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駐
在
所
の
方
か
ら
、
身

近
で
起
き
た
詐
欺
事
件
や
交
通
事
故
な
ど
の
事

例
を
お
聞
き
し
、
未
然
に
防
止
す
る
方
法
な
ど

み
ん
な
で
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ミ
ニ
集
会
に
は
、
毎
年
行
政
や
社
会
福

祉
協
議
会
の
職
員
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
状
況
把
握
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
ま
た

話
し
合
い
の
内
容
は
、
福
祉
・
防
災
委
員
会
の

福
祉
委
員

会
で
報
告

を
行
い
、

脛
永
地
区

全
体
の
情

報
共
有
や

課
題
解
決

な
ど
に
つ

な
げ
て
み

え
ま
す
。

〜
揖
斐
川
町
の
悪
質
商
法
被
害
に
つ
い
て
〜

　
　
　
　

  

第
1
回
揖
斐
川
町
福
祉
委
員
会

〜
悪
質
商
法
な
ど
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
〜

〜
地
域
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
〜

　
　
　
　
　
　脛
永
地
区
ミ
ニ
集
会

▲揖斐警察署生活安全課　中林誉博氏に
　よる講演

▲レクリエーションの様子

▲書道教室でうちわに文字を書いています

▲ミニ集会の様子

《
岐
阜
県
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
》

　電
話
番
号

　0
5
8‐

2
7
7‐

1
0
0
3

　
　
　月
曜
日
〜
金
曜
日

　8
時
30
分
〜
17
時

　
　（
土
曜
日
は
9
時
〜
17
時
）

　
8
月
26
日
（
火
）
揖
斐
川
町
役
場
に
お
い
て
、
介
護
予

防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
、
岐
阜
県
県
民
生

活
相
談
セ
ン
タ
ー
消
費
啓
発
推
進
員
の
「
つ
く
し
ん
ぼ
」

に
よ
る
寸
劇
と
、
県
消
費
生
活
相
談
員
　
中
島
令
子
氏
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
は
っ
き
り
断
る
こ
と
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

の
方
法
、
ま
た
地
域
で
の
見
守
り
に
よ
る
被
害
防
止
策
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
特
に
、
周
囲
の
方
の
気
づ
き
が
被
害

を
防
止
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
も
し

か
し
た
ら
？
と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
消
費
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
開
催

第
1
回

悪
質
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
五
カ
条

　
一
、
必
要
が
な
け
れ
ば
　
は
っ
き
り
断
る

　
二
、
う
ま
い
話
に
は
　
ま
ず
疑
っ
て
み
る

　
三
、
訳
も
な
く
財
産
・
家
族
構
成
を
教
え
な
い

　
四
、
書
面
を
よ
く
読
ま
ず
に
署
名
し
た
り
、

　
　
　
印
鑑
を
押
さ
な
い

　
五
、
ま
ず
、
家
族
や
公
的
機
関
に
相
談
す
る

行事だより

3 2

サ
ロ
ン
紹
介

　
昔
か
ら
、
上
東
野
で
は
「
か
ら
く
り
花
火
」

を
神
社
の
祭
礼
に
奉
納
し
て
い
ま
し
た
。
「
か

ら
く
り
」
を
「
楽
し
む
こ
と
は
良
い
」
と
い
う

こ
と
で
、
『
可
楽
』
と
い
う
名
前
が
つ
け
ら
れ
、

サ
ロ
ン
も
こ
の
名
前
に
し
ま
し
た
。

　
今
、
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
施
設
に
い
る
人
、

ひ
と
り
住
ま
い
で
話
す
機
会
の
少
な
い
人
、
家

族
が
い
て
も
昼
間
ひ
と
り
に
な
る
人
等
の
状
況

は
様
々
で
、
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
増
え
る
傾
向
に

あ
り
、
当
区
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設

に
入
る
に
は
経
済
的
な
負
担
も
あ
り
ま
す
。

「
施
設
の
よ
う
な
対
応
は
で
き
な
い
が
、
極
力
、

区
の
中
で
世
話
を
し
合
っ
て
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
そ
ん
な
思
い
か
ら
区
内
で
メ
ン
バ
ー
を
決
め
、
検
討
会

を
重
ね
た
結
果
、
今
年
の
1
月
か
ら
月
1
回
午
後
1
時
30
分
か
ら
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
毎
回
15
人
前
後
が
集
ま
り
、
血
圧
測
定
や
講
師
を
招
い
て
の
勉
強
会
や
、
お
茶
を

飲
ん
で
お
し
ゃ
べ
り
会
を
し
て
い
ま
す
。
血
圧
測
定
で
は
、
日
頃
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ

と
を
相
談
で
き
て
大
変
好
評
で
す
。

　
今
回
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
一
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
お
な
か
を
抱
え

て
笑
い
ま
し
た
。
帰
り
は
、
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
ね
」
「
ま
た
、
今
度
会
い
ま
し
ょ
う
」

と
来
る
時
よ
り
も
足
取
り
軽
く
帰
る
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
状
況
を
見
な
が
ら
、
当
初
意
図
し
た
こ
と
も
選
択
肢
と
し
て
、
新
た
な
や
り
方

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
可
楽
　
代
表
者
）

 

　
天
空
の
お
茶
で
知
ら
れ
る
上
ヶ
流
地
区
。
一
時
は
会
員
の
集
ま
り
が
少
な

く
継
続
が
難
し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
区
長
が
率
先
し
て
活
動
し
、
現

在
は
新
し
い
形
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
5
月
31
日
（
土
）
の
上
ヶ
流
ハ
イ
キ
ン
グ
に
は
、
サ
ロ
ン
の
仲
間
で
野
菜

な
ど
を
バ
ザ
ー
の
品
と
し
て
出
品
、
6
月
28
日
（
土
）
は
、
初
め
て
「
書
道

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
と
そ
の
家
族
の
協
力
に
よ
り
、
好
き
な
故

事
成
語
、
こ
と
わ
ざ
を
色
紙
に
書
い
た
り
、
う
ち
わ
に
漢
字
一
文
字
を
書
い

た
り
、
思
い
思
い
の
作
品
を
仕
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
人
は
パ
ソ
コ
ン
で

ペ
ン
習
字
の
練
習
帳
を
印
刷
し
て
持
ち
寄
り
、
あ
る
人
は
草
書
、
遊
書
の
百

科
事
典
を
、
あ
る
人
は
電
子
辞
書

で
好
き
な
漢
字
一
文
字
を
探
す
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
準
備
さ
れ
熱
心

に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
も

自
分
た
ち
で
手
作
り
さ
れ
る
な

ど
、
自
分
た
ち
の
サ
ロ
ン
を
自
分

た
ち
で
盛
り
立
て
よ
う
と
動
き
始

め
て
み
え
ま
す
。
サ
ロ
ン
の
後
に

は
、
冷
麦
と
お
漬
物
で
会
食
が
行

わ
れ
、
和
や
か
な
会
話
の
も
と
親

交
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
サ
ロ
ン
・
可
楽
（
小
島
地
区
）
●

●
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
（
春
日
地
区
）
●



　
赤
い
羽
根
文
庫
事
業
は
、

読
書
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち

に
夢
や
希
望
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
豊
か
な
心
を
育
み
福

祉
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら

い
た
い
と
の
願
い
を
込
め
実

施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

　
揖
斐
川
町
内
の
小
中
学
校

（
13
校
）
及
び
高
等
学
校
（
2
校
）
、
幼
児
園
・

幼
稚
園
・
保
育
園
（
11
園
）
、
揖
斐
特
別
支
援
学

校
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望

の
図
書
1
3
7
冊
を
購
入
し
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
歌
っ
て
、
笑
っ
て
、
お
し
ゃ
べ
り

を
し
て
、
心
も
体
も
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

　
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
に
よ
る
心
あ
た

た
ま
る
茶
話
会
も
あ
り
ま
す
。

脛
永
地
区
　
10
月
24
日
（
金
）
　

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
　
脛
永
公
民
館

清
水
地
区
　
10
月
28
日
（
火
）
　

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
 清
水
公
民
館

講
師
：
岡
部
道
子
　
氏
（
岐
阜
県
音
楽
療
法
士
）

福
祉
の
つ
ど
い
開
催
の
ご
案
内

赤
い
羽
根
文
庫

　
　
　（
共
同
募
金
配
分
金
事
業
）

〜
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

　皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
て

　
　
　
　
　お
越
し
く
だ
さ
い
〜

赤い羽根共同募金運動がはじまります
【運動期間】10月1日～12月31日

　
今
年
も
、
全
国
一
斉
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
展
開
さ
れ
ま

す
。共
同
募
金
会
揖
斐
川
町
分
会
で
は
、「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」

と
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
の
2
つ
の
募
金
を
あ
わ
せ
て
共
同

募
金
と
呼
び
、
一
括
し
て
の
募
金
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
共
同
募
金
に
つ
い
て
》

　
赤
い
羽
根
の
募
金
活
動
は
、
町
の
人
の
や
さ
し
い
気

持
ち
を
集
め
る
活
動
で
す
。
あ
な
た
の
や
さ
し
さ
が
、

あ
な
た
の
声
か
け
が
、
あ
な
た
の
行
動
が
、
き
っ
と
、

町
を
変
え
て
い
く
は
じ
め
の
一
歩
と
な
る
は
ず
で
す
。

も
っ
と
、
も
っ
と
、
良
い
ま
ち
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

《
共
同
募
金
の
仕
組
み
》

　
募
金
の
約
70
％
は
、
あ
な
た
の
町
を
良
く
す
る
た
め

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

《
共
同
募
金
の
使
わ
れ
方
》

　
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
活
動
に
、
じ
ぶ
ん
の
町

の
、
や
さ
し
い
思
い
を
届
け
ま
す
。

《
共
同
募
金
へ
の
参
加
》

　
全
国
で
２
０
０
万
人
の
ひ
と
が
や
さ
し
さ
を
集
め
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
じ
ぶ
ん
の
住
む
町
が
好
き
、
だ
か
ら
、
ず
っ
と
住
み

続
け
た
い
町
。
そ
ん
な
気
持
ち
を
、
さ
さ
え
る
し
く
み

が
赤
い
羽
根
。
た
く
さ
ん
の
人
々
の
や
さ
し
さ
が
、
共

同
募
金
を
支
え
て
い
ま
す
。

戸
別
募
金
・
・
・
自
治
会
を
通
じ
て
、
世
帯
ご
と
に
お
願
い
し
ま
す
。

法
人
募
金
・
・
・
町
内
の
企
業
や
法
人
に
お
願
い
し
ま
す
。

職
域
募
金
・
・
・
町
内
の
団
体
、
官
公
庁
な
ど
の
職
域
で
呼
び
か
け
、

募
金
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

街
頭
募
金
・
・
・
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
店
舗
の
前
な
ど
街
頭
で
募
金

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
募
金
・
・
・
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
て
募
金
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

学
校
募
金
・
・
・
町
内
の
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
呼
び
か
け
、
募
金
運

動
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
募
金
運
動
を
実
施
し
ま
す

正解者の中から抽選で5名様に、図書カードをプレゼントします。
【応募要項】
　ハガキに答え・住所・氏名・年齢をご記入の上、下記
　までご応募ください。また、社会福祉協議会に対す
　るご意見、ご希望もあわせてお寄せください。
【応 募 先】
　〒501-1314　揖斐川町谷汲名礼265番地43
　　揖斐川町社会福祉協議会　地域福祉係
【応募期間】
　平成26年9月25日（木）～平成26年10月10日（金）必着
　※発表は、図書カードの発送をもってかえさせていただきます。
　※先月号の答えは・・・『サングラス』（11通の応募がありました。ありがとうございました。）

認知症予防等のための「脳のトレーニング」クイズです。認知症予防等のための「脳のトレーニング」クイズです。

脳トレから寄せられた皆さんの声

いきいきサロンでは、いつもお世話になっています。社協の
中だけでなく、買物などで出会った時でも声をかけていた
だけるのでとてもうれしいです。若い人と話ができるのがや
はり一番うれしいかな。　　                 　（70代　女性）

孫が障害で生まれてきたので、今まで他人事のように思っ
ていましたが、この年になり福祉の事に敏感になりました。
揖斐川町の福祉活動に期待しています。      （60代　男性）

「高齢者向け料理レシピ」は、子供にも良さそうなレシピメ
ニューなので、これからも我が家の食卓にどんどん取り入
れていきたいと思います。色々なレシピを紹介して欲しいで
す。「かけはし」を読むようになって社会福祉を身近に感じ
ます。　　　　　　　　                 　 　（40代　女性）

私も大人になったら色々なボランティ
アをしようと思います。

（10代　女性）

いろいろな活動があり、皆さんの生
きがいになっている事や、ボランティ
アに初めて参加して、私たちにも生
きがいであることを知りました。これ
からも橋渡しよろしくお願いします。
　　　               　（60代　女性）

年齢は重ねても、例え少しでもボラ
ンティアと呼ばれることができる体
力、知力は失いたくないと考えるこ
の頃です。　         （70 代　男性）

なぞなぞ
何と読むでしょう？

早早早早米

岐阜県共同募金会　揖斐川町分会（社会福祉法人揖斐川町社会福祉協議会）岐阜県共同募金会　揖斐川町分会（社会福祉法人揖斐川町社会福祉協議会）

皆様のご協力を
お願いします！
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赤
い
羽
根
文
庫
事
業
は
、

読
書
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち

に
夢
や
希
望
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
豊
か
な
心
を
育
み
福

祉
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら

い
た
い
と
の
願
い
を
込
め
実

施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

　
揖
斐
川
町
内
の
小
中
学
校

（
13
校
）
及
び
高
等
学
校
（
2
校
）
、
幼
児
園
・

幼
稚
園
・
保
育
園
（
11
園
）
、
揖
斐
特
別
支
援
学

校
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望

の
図
書
1
3
7
冊
を
購
入
し
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
歌
っ
て
、
笑
っ
て
、
お
し
ゃ
べ
り

を
し
て
、
心
も
体
も
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

　
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
に
よ
る
心
あ
た

た
ま
る
茶
話
会
も
あ
り
ま
す
。

脛
永
地
区
　
10
月
24
日
（
金
）
　

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
　
脛
永
公
民
館

清
水
地
区
　
10
月
28
日
（
火
）
　

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
 清
水
公
民
館

講
師
：
岡
部
道
子
　
氏
（
岐
阜
県
音
楽
療
法
士
）

福
祉
の
つ
ど
い
開
催
の
ご
案
内

赤
い
羽
根
文
庫

　
　
　（
共
同
募
金
配
分
金
事
業
）

〜
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

　皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
て

　
　
　
　
　お
越
し
く
だ
さ
い
〜

赤い羽根共同募金運動がはじまります
【運動期間】10月1日～12月31日

　
今
年
も
、
全
国
一
斉
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
展
開
さ
れ
ま

す
。共
同
募
金
会
揖
斐
川
町
分
会
で
は
、「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」

と
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
の
2
つ
の
募
金
を
あ
わ
せ
て
共
同

募
金
と
呼
び
、
一
括
し
て
の
募
金
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
共
同
募
金
に
つ
い
て
》

　
赤
い
羽
根
の
募
金
活
動
は
、
町
の
人
の
や
さ
し
い
気

持
ち
を
集
め
る
活
動
で
す
。
あ
な
た
の
や
さ
し
さ
が
、

あ
な
た
の
声
か
け
が
、
あ
な
た
の
行
動
が
、
き
っ
と
、

町
を
変
え
て
い
く
は
じ
め
の
一
歩
と
な
る
は
ず
で
す
。

も
っ
と
、
も
っ
と
、
良
い
ま
ち
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

《
共
同
募
金
の
仕
組
み
》

　
募
金
の
約
70
％
は
、
あ
な
た
の
町
を
良
く
す
る
た
め

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

《
共
同
募
金
の
使
わ
れ
方
》

　
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
活
動
に
、
じ
ぶ
ん
の
町

の
、
や
さ
し
い
思
い
を
届
け
ま
す
。

《
共
同
募
金
へ
の
参
加
》

　
全
国
で
２
０
０
万
人
の
ひ
と
が
や
さ
し
さ
を
集
め
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
じ
ぶ
ん
の
住
む
町
が
好
き
、
だ
か
ら
、
ず
っ
と
住
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け
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町
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そ
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気
持
ち
を
、
さ
さ
え
る
し
く
み

が
赤
い
羽
根
。
た
く
さ
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の
人
々
の
や
さ
し
さ
が
、
共

同
募
金
を
支
え
て
い
ま
す
。

戸
別
募
金
・
・
・
自
治
会
を
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じ
て
、
世
帯
ご
と
に
お
願
い
し
ま
す
。

法
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募
金
・
・
・
町
内
の
企
業
や
法
人
に
お
願
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し
ま
す
。
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域
募
金
・
・
・
町
内
の
団
体
、
官
公
庁
な
ど
の
職
域
で
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か
け
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募
金
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

街
頭
募
金
・
・
・
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
店
舗
の
前
な
ど
街
頭
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募
金

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
募
金
・
・
・
イ
ベ
ン
ト
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わ
せ
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募
金
運
動
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実
施
し
ま
す
。

学
校
募
金
・
・
・
町
内
の
学
校
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児
童
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生
徒
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呼
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か
け
、
募
金
運

動
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
募
金
運
動
を
実
施
し
ま
す

正解者の中から抽選で5名様に、図書カードをプレゼントします。
【応募要項】
　ハガキに答え・住所・氏名・年齢をご記入の上、下記
　までご応募ください。また、社会福祉協議会に対す
　るご意見、ご希望もあわせてお寄せください。
【応 募 先】
　〒501-1314　揖斐川町谷汲名礼265番地43
　　揖斐川町社会福祉協議会　地域福祉係
【応募期間】
　平成26年9月25日（木）～平成26年10月10日（金）必着
　※発表は、図書カードの発送をもってかえさせていただきます。
　※先月号の答えは・・・『サングラス』（11通の応募がありました。ありがとうございました。）

認知症予防等のための「脳のトレーニング」クイズです。認知症予防等のための「脳のトレーニング」クイズです。

脳トレから寄せられた皆さんの声

いきいきサロンでは、いつもお世話になっています。社協の
中だけでなく、買物などで出会った時でも声をかけていた
だけるのでとてもうれしいです。若い人と話ができるのがや
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孫が障害で生まれてきたので、今まで他人事のように思っ
ていましたが、この年になり福祉の事に敏感になりました。
揖斐川町の福祉活動に期待しています。      （60代　男性）

「高齢者向け料理レシピ」は、子供にも良さそうなレシピメ
ニューなので、これからも我が家の食卓にどんどん取り入
れていきたいと思います。色々なレシピを紹介して欲しいで
す。「かけはし」を読むようになって社会福祉を身近に感じ
ます。　　　　　　　　                 　 　（40代　女性）

私も大人になったら色々なボランティ
アをしようと思います。

（10代　女性）

いろいろな活動があり、皆さんの生
きがいになっている事や、ボランティ
アに初めて参加して、私たちにも生
きがいであることを知りました。これ
からも橋渡しよろしくお願いします。
　　　               　（60代　女性）

年齢は重ねても、例え少しでもボラ
ンティアと呼ばれることができる体
力、知力は失いたくないと考えるこ
の頃です。　         （70 代　男性）

なぞなぞ
何と読むでしょう？

早早早早米

岐阜県共同募金会　揖斐川町分会（社会福祉法人揖斐川町社会福祉協議会）岐阜県共同募金会　揖斐川町分会（社会福祉法人揖斐川町社会福祉協議会）

皆様のご協力を
お願いします！
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春
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
周
囲
を
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
施
設

「
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
」
の
中
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設
の
中
に
は
社
会
福

祉
協
議
会
春
日
支
所
の
他
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
、
春
日
診
療
所
が
入
っ
て
お

り
、
環
境
の
良
い
施
設
で
す
。

　
春
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
保
険
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
他
に
、

リ
ハ
ビ
リ
や
脳
活
性
化
を
兼
ね
て
折
り
紙
制
作
、
オ
セ
ロ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
個
々
に
合
わ
せ
た
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昼
食
の
献
立
で
は
月
に
一
週
間
、
季
節
に
あ
わ
せ
た
お
楽
し
み

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
季
節
行
事
で
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
で
余
興
を
楽
し
み
、
夏
は
恒
例
の
流
し
そ
う
め
ん
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
が
定
期
的
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
介
護
者
の

介
護
負
担
軽
減
も
図
れ
て
い
ま
す
。

　
入
浴
後
の
髪
乾
か
し
・
水
分
補
給
な
ど
は
、
赤
十
字
奉
仕
団
春
日
分
団
員

に
よ
っ
て
、
週
3
回
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
赤
十
字
奉
仕
団
員

の
皆
様
の
来
訪
に
よ
っ
て
利
用
者
と
の
地
域
交
流
も
図
れ
、
と
て
も
有
意
義

な
時
間
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
昼
食
直
前
に
、
口
腔
体
操
で
誤
嚥
を
防
ぐ
た
め
の
機
能
を
高
め
、
美
味
し

い
昼
食
時
間
と
な
り
ま
す
。
午
後
2
時
30
分
か
ら
は
約
一
時
間
程
度
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
、
そ
の
後
は
お
茶
と
お
や
つ
を
召
上
っ
て
い
た

だ
き
、
午
後
4
時
以
降
よ
り
各
地
域
へ
送
っ
て
い
き
ま
す
。

　
帰
る
時
に
は
「
お
ー
き
ん
よ
。
楽
し
か
っ
た
わ
い
や
。
ま
た
来
る
で
よ
。」

と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
満
足
さ
れ
、
次
の
利
用
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
み

え
ま
す
。
そ
の
声
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
春
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
今
後
も
安
心
と
生
き
が
い
を
提
供
で
き
る
施
設
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
坂
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
7
月
29
日

（
火
）
・
30
日
（
水
）
の
2
日
間
の
日
程
で
夏
祭
り
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
と
一
緒

に
、
射
的
、
玉
入
れ
、
輪
投
げ
な
ど
の
出
店
め
ぐ
り
を

中
心
に
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
一
生
懸
命
ゲ
ー
ム
に
参

加
さ
れ
、
景
品
が
取
れ
る
と
と
て
も
喜
ん
で
み
え
ま
し

た
。
生
徒
は
、
ゲ
ー
ム
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
利
用
者

と
触
れ
合
う
姿
は
、
ま
る
で
孫
と
楽
し
ん
で
い
る
よ
う

で
し
た
。
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
、
飲
み
物
、

お
や
つ
の
用
意
な
ど
手
際
良
く
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
最
後
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
で
参
加
し
た
生
徒
、
職
員
、
利
用
者
の
踊
り
が
出
来

る
方
が
一
緒
に
な
っ
て
盆
踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。
ジ
ャ

ン
ケ
ン
大

会
も
好
評

で
、
皆
さ

ん
の
夏
の

思
い
出
の

一
つ
に

な
っ
て
い

た
だ
け
た

と
思
い
ま

す
。

春
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
谷
汲
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
恒
例
の

「
夏
ま
つ
り
」
を
8
月
7
日
（
木
）・
8
日
（
金
）
に
開

催
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
屋
台
め
ぐ
り
を
メ
イ
ン

に
行
い
、
3
箇
所
の
屋
台
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら

得
点
に
よ
り
順
位
を
つ
け
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん

は
、
自
分
が
何
位
に
な
っ
た
か
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
名

前
を
呼
ば
れ
る
の
を
待
っ
て
み
え
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
の

合
間
に
は
、
赤
十
字
奉
仕
団
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を

中
心
に
盆
踊
り
も
行
い
、
踊
れ
な
い
方
も
曲
に
合
わ
せ

て
手
や
足
を
動
か
し
て
み
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
童
心

に
返
っ
て
お
祭

り
気
分
に
ひ

た
っ
て
も
ら

い
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら

も
、
満
足
さ
れ

る
季
節
行
事
を

取
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。 谷

汲
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▲毎年恒例納涼会での流しそうめん

▲園児との交流会の様子 ▲レクリエーション活動の様子

▲輪投げを楽しんでみえます

▲屋台でゲームを楽しんでみえます

▲季節に合わせたお楽しみメニュー
　６月の朴葉寿司セット

坂
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
「
介
護
」
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
は
考
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
今
、
介
護
を
し
て

い
な
い
人
も
、
い
つ
か
家
族

の
介
護
を
す
る
立
場
に
な
っ

た
り
、
介
護
を
受
け
る
立
場
に
な
っ
た
り
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
介
護
は
だ
れ
に
と
っ
て
も
身
近

な
問
題
な
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
介
護
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

11
月
11
日
は「
介
護
の
日
」

　
日
常
の
介
護
か
ら
ひ
と
と
き
離
れ
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
！

【
日
　
時
】平
成
26
年
12
月
15
日（
月
）〜
19
日（
金
）

【
内
　
容
】ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室

【
場
　
所
】揖
斐
川
、谷
汲
、春
日
、久
瀬・藤
橋
、坂
内

の
5
会
場
で
開
催

【
参
加
費
】1
、0
0
0
円

【
対
象
者
】揖
斐
川
町
に
在
住・在
宅
で
介
護
を
し
て

い
る
方

【
申
込
先
】揖
斐
川
町
社
会
福

祉
協
議
会
在
宅
福

祉
係
ま
た
は
各
支

所
ま
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

介
護
者
の
つ
ど
い
の
ご
案
内

施 設 だ よ り施 設 だ よ り
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春
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
周
囲
を
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
施
設

「
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
」
の
中
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設
の
中
に
は
社
会
福

祉
協
議
会
春
日
支
所
の
他
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
、
春
日
診
療
所
が
入
っ
て
お

り
、
環
境
の
良
い
施
設
で
す
。

　
春
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
保
険
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
他
に
、

リ
ハ
ビ
リ
や
脳
活
性
化
を
兼
ね
て
折
り
紙
制
作
、
オ
セ
ロ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
個
々
に
合
わ
せ
た
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昼
食
の
献
立
で
は
月
に
一
週
間
、
季
節
に
あ
わ
せ
た
お
楽
し
み

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
季
節
行
事
で
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
で
余
興
を
楽
し
み
、
夏
は
恒
例
の
流
し
そ
う
め
ん
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
が
定
期
的
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
介
護
者
の

介
護
負
担
軽
減
も
図
れ
て
い
ま
す
。

　
入
浴
後
の
髪
乾
か
し
・
水
分
補
給
な
ど
は
、
赤
十
字
奉
仕
団
春
日
分
団
員

に
よ
っ
て
、
週
3
回
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
赤
十
字
奉
仕
団
員

の
皆
様
の
来
訪
に
よ
っ
て
利
用
者
と
の
地
域
交
流
も
図
れ
、
と
て
も
有
意
義

な
時
間
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
昼
食
直
前
に
、
口
腔
体
操
で
誤
嚥
を
防
ぐ
た
め
の
機
能
を
高
め
、
美
味
し

い
昼
食
時
間
と
な
り
ま
す
。
午
後
2
時
30
分
か
ら
は
約
一
時
間
程
度
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
、
そ
の
後
は
お
茶
と
お
や
つ
を
召
上
っ
て
い
た

だ
き
、
午
後
4
時
以
降
よ
り
各
地
域
へ
送
っ
て
い
き
ま
す
。

　
帰
る
時
に
は
「
お
ー
き
ん
よ
。
楽
し
か
っ
た
わ
い
や
。
ま
た
来
る
で
よ
。」

と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
満
足
さ
れ
、
次
の
利
用
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
み

え
ま
す
。
そ
の
声
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
春
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
今
後
も
安
心
と
生
き
が
い
を
提
供
で
き
る
施
設
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
坂
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
7
月
29
日

（
火
）
・
30
日
（
水
）
の
2
日
間
の
日
程
で
夏
祭
り
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
と
一
緒

に
、
射
的
、
玉
入
れ
、
輪
投
げ
な
ど
の
出
店
め
ぐ
り
を

中
心
に
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
一
生
懸
命
ゲ
ー
ム
に
参

加
さ
れ
、
景
品
が
取
れ
る
と
と
て
も
喜
ん
で
み
え
ま
し

た
。
生
徒
は
、
ゲ
ー
ム
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
利
用
者

と
触
れ
合
う
姿
は
、
ま
る
で
孫
と
楽
し
ん
で
い
る
よ
う

で
し
た
。
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
、
飲
み
物
、

お
や
つ
の
用
意
な
ど
手
際
良
く
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
最
後
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
で
参
加
し
た
生
徒
、
職
員
、
利
用
者
の
踊
り
が
出
来

る
方
が
一
緒
に
な
っ
て
盆
踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。
ジ
ャ

ン
ケ
ン
大

会
も
好
評

で
、
皆
さ

ん
の
夏
の

思
い
出
の

一
つ
に

な
っ
て
い

た
だ
け
た

と
思
い
ま

す
。

春
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
谷
汲
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
恒
例
の

「
夏
ま
つ
り
」
を
8
月
7
日
（
木
）・
8
日
（
金
）
に
開

催
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
屋
台
め
ぐ
り
を
メ
イ
ン

に
行
い
、
3
箇
所
の
屋
台
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら

得
点
に
よ
り
順
位
を
つ
け
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん

は
、
自
分
が
何
位
に
な
っ
た
か
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
名

前
を
呼
ば
れ
る
の
を
待
っ
て
み
え
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
の

合
間
に
は
、
赤
十
字
奉
仕
団
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を

中
心
に
盆
踊
り
も
行
い
、
踊
れ
な
い
方
も
曲
に
合
わ
せ

て
手
や
足
を
動
か
し
て
み
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
童
心

に
返
っ
て
お
祭

り
気
分
に
ひ

た
っ
て
も
ら

い
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら

も
、
満
足
さ
れ

る
季
節
行
事
を

取
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。 谷

汲
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▲毎年恒例納涼会での流しそうめん

▲園児との交流会の様子 ▲レクリエーション活動の様子

▲輪投げを楽しんでみえます

▲屋台でゲームを楽しんでみえます

▲季節に合わせたお楽しみメニュー
　６月の朴葉寿司セット

坂
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
「
介
護
」
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
は
考
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
今
、
介
護
を
し
て

い
な
い
人
も
、
い
つ
か
家
族

の
介
護
を
す
る
立
場
に
な
っ

た
り
、
介
護
を
受
け
る
立
場
に
な
っ
た
り
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
介
護
は
だ
れ
に
と
っ
て
も
身
近

な
問
題
な
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
介
護
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

11
月
11
日
は「
介
護
の
日
」

　
日
常
の
介
護
か
ら
ひ
と
と
き
離
れ
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
！

【
日
　
時
】平
成
26
年
12
月
15
日（
月
）〜
19
日（
金
）

【
内
　
容
】ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室

【
場
　
所
】揖
斐
川
、谷
汲
、春
日
、久
瀬・藤
橋
、坂
内

の
5
会
場
で
開
催

【
参
加
費
】1
、0
0
0
円

【
対
象
者
】揖
斐
川
町
に
在
住・在
宅
で
介
護
を
し
て

い
る
方

【
申
込
先
】揖
斐
川
町
社
会
福

祉
協
議
会
在
宅
福

祉
係
ま
た
は
各
支

所
ま
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

介
護
者
の
つ
ど
い
の
ご
案
内
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この社協だよりは、共同募金の
配分を受けて作成しています。

第57号第57号
社協だより

平成26年9月25日発行

ふれあいネットワーク揖斐川町社会福祉協議会

8

各支所電話番号
◎揖斐川支所（福祉総合支援センター内）
◎谷汲デイサービスセンター
◎シングルシルバーふれあいの家（谷汲）
◎春日支所・春日デイサービスセンター
　　　　　　　　（かすがモリモリ村内）

☎23-0411
☎56-3630
☎56-3150
☎58-0008

◎久瀬支所（久瀬振興事務所内）
◎藤橋支所（藤橋振興事務所内）
◎坂内支所・坂内デイサービスセンター
　　　　　　　　　　　　　もみの木
◎高齢者住宅「はなもも」（坂内）

☎54-2288
☎52-2111
☎53-2662

☎53-0007

こころあたたまる寄付をいただき
　　　　　　誠にありがとうございました。
☆松井親夫 様（揖斐川）
　　　　･･･････････････････ 20,000円
☆春日地区ヘルパーボランティアかすみ草
　　　　････････急須  大・中・小　各1個

    【平成26年7月1日から8月31日まで】

10月・11月の予定
11月11日（火） 給食サービス（揖斐川）
　　　　〃　　  給食サービス（久瀬・藤橋）
　　  12日（水） 給食サービス（谷汲）
　　  13日（木） 給食サービス（坂内）
　　  14日（金） 給食サービス（春日）
　　  18日（火） 幼児園児との交流会（春日デイサービスセンター）
　　    中　旬　 幼児園児との交流会（坂内デイサービスセンター）

10月3日（金） 第2回介護予防ボランティア養成講座
　　  ７日（火） 給食サービス（久瀬・藤橋）
　　  8日（水） 給食サービス（谷汲）
　　  9日（木） 給食サービス（坂内）
　  10日（金） 給食サービス（揖斐川）
　  17日（金） 給食サービス（春日）
　　 中　旬　 ミニ運動会（谷汲デイサービスセンター）
　　 　〃　　  お楽しみ会（春日デイサービスセンター）
　　 下　旬　 ミニ運動会（坂内デイサービスセンター）

高齢者向け料理レシピ高齢者向け料理レシピ ～生活習慣病予防に良い食事を紹介します～

◎あじの2色揚げ  ～ひと口サイズでお弁当にも便利！～ （カロリー 194kcal（1人分）、塩分0.8g）

　材　料　
あ じ
生 湯 葉
の り
卵 白
　 塩 　
揚 げ 油
サ ラ ダ 菜

 

① あじは3枚におろし、食べやすい大きさに切る。生湯葉、
のりは3センチ角に切る。

② あじに卵白をつけ、生湯葉、のりを巻く。
③ 180度の揚げ油で揚げ、塩をふる。サラダ菜とともに盛
り付ける。

★レシピのポイント★
　あじには、生活習慣病予防
に効果があるEPAやDNAなど
の不飽和脂肪酸が豊富。魚介
類に多いタウリンも含まれ、肝臓機能強化にも有効です。

1尾
8枚
8枚
1個分
少々
適量
2枚

分量  (2人分)

編集・発行　　

〒501-1314　岐阜県揖斐郡揖斐川町谷汲名礼265番地43
ＴＥＬ（0585）56-3700　　ＦＡＸ（0585）56-0078
http://www.ibi-syakyou.jp/
E-mail ik-syakyou@octn.jp

社会福祉法人　
揖斐川町社会福祉協議会

▲第1回介護予防ボランティア養成講座での講演と寸劇の様子 （関連記事は3ページ）
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悪質商法などの被害にあわないために悪質商法などの被害にあわないために

本誌に対してのご意見・ご要望がございましたら、
下記までお寄せください。

１．対象者
町内在住で、次のいずれかに該当し、支援を希望される
世帯の子ども（0～18歳）
①母子家庭等世帯の子ども　②父子家庭世帯の子ども

２．支援内容
子ども1人あたり、2,000円分の図書カードを贈ります。

３．申込方法
社会福祉協議会本部または各支所までお申込みくださ
い。

４．申込締切　　平成26年10月31日（金）
５．配　　付　　12月に配付する予定です。
※詳細は社会福祉協議会・地域福祉係（☎23-0411）
　までお尋ねください。

１．対象者
町内在住で、次のいずれかに該当し、支援を希望される
世帯の子ども（0～18歳）
①母子家庭等世帯の子ども　②父子家庭世帯の子ども

２．支援内容
子ども1人あたり、2,000円分の図書カードを贈ります。

３．申込方法
社会福祉協議会本部または各支所までお申込みくださ
い。

４．申込締切　　平成26年10月31日（金）
５．配　　付　　12月に配付する予定です。
※詳細は社会福祉協議会・地域福祉係（☎23-0411）
　までお尋ねください。

「母子・父子家庭等激励事業」
（共同募金配分金事業）


